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最
優
先
課
題
の
確
認 

 

子
ど
も
や
若
者
、
さ
ら
に
若
い
世
代

の
信
者
の
姿
を
、
共
同
体
の
中
で
見
出

だ
す
の
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
あ
る
家
族
は
、
全
員

が
信
者
で
す
が
、
小
学
生
の
子

ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
入
っ
た
の
で
、
日
曜
日
に

は
練
習
と
か
試
合
が
あ
る
の

で
親
は
子
ど
も
た
ち
の
送
り

迎
え
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
親
子
と
も
ど
も
日
曜

日
の
ミ
サ
に
は
参
加
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、

親
が
三
十
歳
代
の
家
族
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
洗
礼
す

ら
授
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
親
自

身
が
大
祝
日
に
し
か
、
あ
る
い

は
全
く
教
会
に
来
な
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
特
に
中
学
や
高
校
に
な
る
と
部
活

で
日
曜
日
も
、
信
者
の
子
ど
も
た
ち
は

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
で
、
家
庭
で
は
信
仰
教
育
が

し
っ
か
り
実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

祈
る
だ
け
で
な
く
、
親
も
朝
晩
の
祈
り

を
す
る
後
ろ
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
日
々
聖
書
を

開
い
て
、
み
こ
と
ば
を
信
仰
の
糧
と
し

て
親
子
で
食
べ
て
い
ま
す
か
（
エ
レ
ミ

ヤ
書
15
・
16
参
照
）
。
と
に
か
く
、
教

会
に
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
前

に
、
ま
ず
各
家
庭
で
し
っ
か
り
と
信
仰

を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
具

体
的
な
実
践
策
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
数
回
に
わ
た
っ
て
、

子
ど
も
や
若
者
た
ち
の
、
特
に
家
庭
で

の
信
仰
教
育
と
い
う
教
会
の
最
優
先

課
題
に
つ
い
て
、
ご
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

伝
え
ら
れ
た
信
仰
を
伝
え
る 

 

パ
ウ
ロ
が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
た
ち
の
信
仰
は
、
「
伝
え
ら
れ

た
」
も
の
、
あ
る
い
は
「
受
け
た
」
も

の
で
す
が
、
そ
れ
を
「
伝
え
る
」
こ
と

を
も
本
来
的
に
含
み
ま
す
（
一
コ
リ
ン

ト
15
・
３
参
照
）
。
で
す
か
ら
、
家
庭

で
若
い
世
代
に
信
仰
を
し
っ
か
り
伝

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
親
た
ち
の
信
仰

の
実
践
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。
子
ど
も

が
小
さ
い
時
は
、
無
理
や
り
に
で
も
教

会
に
連
れ
て
行
く
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
が
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
子

ど
も
た
ち
の
生
活
自
体
が
忙
し
く
な

り
、
あ
る
時
期
か
ら
は
、
殆
ど

教
会
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
状
態
で
す
。
で
す
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
適

し
た
信
仰
教
育
を
、
ま
ず
家
庭

で
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
か
が

肝
心
で
あ
り
ま
す
。 

実
は
、
家
庭
で
の
信
仰
教
育

の
基
本
は
、
す
で
に
旧
約
時
代

か
ら
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

「
今
日
わ
た
し
が
命
じ
る
こ
れ

ら
の
こ
と
ば
を
心
に
留
め
、
子

ど
も
た
ち
に
く
り
か
え
し
教
え
、

家
に
座
っ
て
い
る
と
き
も
道
を
歩
く

と
き
も
、
寝
る
と
き
も
起
き
て
い
る
と

き
も
、
こ
れ
を
語
り
聞
か
せ
な
さ
い
」

（
申
命
記
６
・
６
―
７
参
照
）。
た
と
え

ば
、
親
が
子
供
に
毎
日
、
聖
書
を
読
ん

で
聞
か
せ
、
子
ど
も
と
分
か
ち
合
う
だ

け
で
な
く
、
信
仰
は
祈
り
に
よ
っ
て
育

て
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
々
の
祈
り
を
欠

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

教
会
を
体
験
で
き
る
の
は
、

な
に
よ
り
も
日
曜
日
の
ミ
サ

で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

教
会
の
本
質
が
、
神
に
よ
っ

て
呼
び
集
め
ら
れ
た
礼
拝
共

同
体
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
神
の
集

会
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
エ
ル
サ
レ

ム
で
誕
生
し
た
最
初
の
教
会
が
、
「
彼

ら
は
、
使
徒
の
教
え
、
相
互
の
交
わ
り
、

パ
ン
を
裂
く
こ
と
、
祈
る
こ
と
に
熱
心

で
あ
っ
た
」
（
使
徒
言
行
録
２
・
42
）

と
集
会
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

▼
こ
の
共
同
体
の
具
体
的
な
体
験
は
、

わ
た
し
た
ち
の
信
仰
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
共
同
体
の
交
わ
り
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
な
ら
、
信
仰
を
育
て
る
の
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
信
者

籍
が
残
っ
て
い
て
も
、
共
同
体
と
の
交

わ
り
が
な
い
な
ら
、
い
の
ち
の
つ
な
が

り
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
「
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
体
全
体
は
、

あ
ら
ゆ
る
節
々
を
補
い
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
し
っ
か
り
組
み
合
わ
さ
れ
、
結
び

合
わ
さ
れ
て
、
お
の
お
の
の
部
分
は
分

に
応
じ
て
働
い
て
体
を
成
長
さ
せ
、
自

ら
愛
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
ら
れ
て
ゆ

く
」
（
エ
フ
ェ
ソ
４
・
16
）
と
い
う
原

理
を
、
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
体
験
で
き

る
か
が
、
ま
さ
に
根
本
的
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
博
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「若
い
世
代
に
信
仰
を
伝
え
る
」 

家
庭
の
信
仰
教
育
の
す
す
め 

司
教
神
学
顧
問 
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仙
台
教
区
司
祭 

ビ
ア
ン
ネ 

渡
辺

昭
一
神
父
は
、
２
０
０
７
年
10
月
４
日

午
後
９
時
26
分
、
胆
の
う
が
ん
の
た
め 

光
が
丘
ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
に
て
帰
天

さ
れ
た
。 

享
年
74
。 

渡
辺
師
は
、
１
９
６
７
年
、
元
寺
小

路
教
会
に
て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
学

生
時
代
宮
城
県
山
元
町
に
あ
る
国
立

療
養
所
に
入
院
中
ド
ミ
ニ
コ
会
の
司

祭
と
出
会
っ
た
こ
と
で
洗
礼
を
受
け

た
。
物
静
か
で
口
数
も
少
な
い
が
、
頑

張
り
屋
で
、
や
さ
し
く
人
の
心
を
包
み

込
む
や
さ
し
さ
は
、
多
く
の
信
徒
か
ら

慕
わ
れ
て
い
た
。
引
退
後
は
、
登
米
市

に
あ
る
妹
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄

せ
、
近
所
の
お
年
寄
り
と
親
交
を
深
め

る
な
ど
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
た
。 

10
月
８
日
18
時
か
ら
通
夜
、
９
日

11
時
か
ら
葬
儀
・
告
別
式
が
行
わ
れ
た
。 

通
夜
の
説
教
で
佐
藤
守
也
神
父
は
、

「
神
学
校
で
は
私
の
４
年
先
輩
で
、
師

の
姿
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
が
、
寡
黙
な

方
で
、
あ
ま
り
話
を
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
師
を
通
し
て
、『
私
と
い
う

存
在
は
何
な
の
だ
ろ
う
』
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。
死
は
人
生
の
す
べ
て
を
断
ち

切
る
が
、
神
と
の
絆
だ
け
は
断
ち
切
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
。
渡
辺
神
父
を
人
生

の
師
と
し
て
、
信
仰
の
姿
を
学
ん
で
生

き
た
い
と
思
う
」
と
話
さ
れ
た
。 

 渡
辺
昭
一
神
父
略
歴 

１
９
３
３
年
１
月
６
日 

宮
城
県
登
米
市

に
生
ま
れ
る 

55
年
４
月
17
日 

亘
理
教
会
に
て
受
洗 

67
年
７
月
８
日 

仙
台
元
寺
小
路
教
会

に
て
司
祭
叙
階 

68
年
〜
70
年
３
月 

八
戸
塩
町
教
会
助

任 70
年
〜
77
年 

築
館
教
会
主
任･

築

館
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
園
長 

77
年
〜
87
年 

鮫
町
教
会
主
任
・
フ
ァ
チ

マ
幼
稚
園
園
長 

87
年
〜
94
年 

一
関
教
会
主
任
・
愛
心
幼

稚
園
園
長 

94
年
〜
96
年 

石
巻
教
会
主
任
・
石
巻
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長 

96

年
〜
04

年 

宮
城
県
南
地
区
担

当
・
大
河
原
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長 

04
年
〜
05
年 

五
所
川
原
教
会
主
任 

05
年  

引
退 

07
年
10
月
４
日 

ス
ペ
ル
マ
ン
病
院

に
て
帰
天 

 

訃 

報 

前
駐
日
ロ
ー
マ

教
皇
庁
大
使
、
現

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

教
皇
庁
大
使
の
エ

ム
ブ
ロ
ー
ズ
・
デ
・
パ
オ
リ 

大
司
教

が
、
２
０
０
７
年
10
月
10
日
（
水
）、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ
ダ
州
マ
イ

ア
ミ
の
シ
ナ
イ
山
病
院
で
、
白
血
病
の

た
め
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
73
。  

パ
オ
リ
大
司
教
は
、
前
仙
台
司
教
溝

部
脩
師
の
叙
階
式
に
参
列
の
た
め
仙

台
を
訪
れ
て
い
る
。
お
祈
り
く
だ
さ
い
。 

ビ
ア
ン
ネ 

渡
辺 

昭
一 

神
父 

帰
天
。

司
祭
生
活
40
年･

柔
ら
か
に
人
々
を
包
む
神
父
。

アド・リミナに行ってきます  
司教  マルチノ 平賀  徹夫

来る１２月１０日から１５日までの１週間、日本の司教団は

５年に１度の通称“アド・リミナ”と呼ばれるバチカン訪問に

行ってきます。使徒聖ペトロとパウロの墓参して、教皇様に謁

見し、それぞれの教区の過去５年間について報告します。教皇

様からの特別な祝福をいただいて帰ってくるのですが、教皇様は必

ず、仙台教区の司祭、信徒、修道者のみんなに、そして教区内に住

むすべての人に祝福をくださるでしょう。また、福音宣教省や他

のいくつかの省庁も訪問することになっています。 
教区の５年間についての報告書は前もって提出するのです

が、５年前（2001年末）と昨年（2006年末）の統計上の数字
を比べると、わずか５年の間ながら、大きな変化が現れていま

した。いくつか紹介しますと… 
昨年あたり、日本の総人口が減少に転じたとニュースにあり

ましたが、仙台教区の青森・岩手・宮城・福島４県の総人口は

既に５年前から毎年減少していて、合計 137,637 人の減とな
っていました。教会内の変化も大きいものです。現役を引退さ

れた司祭も含む教区内の全司祭は５年前は 59人、５年後は 49
人でした（そして今年になってから教区司祭が２人、帰天され

ました）。女子修道者数も 304人から 279人と減っています。
信徒総数は 10,887 人が 10,819 人とわずかに減りました。ま
た、顕著に減少しているのが学校関係の数字です。幼稚園（50
園）の園児数は５年間で 671 人の減、小学校（８校）の児童
が 208人の減、中学生（６校）は 234人減り、高校生（８校）
は 926 人の減となっていました。一方、社会福祉関係の施設
や利用者数は増加しています。 
司祭が常駐できない小教区が増えてきました。常駐する小教

区でも、司祭は他の小教区を兼任したり、諸々の働きに時間を

とられている現状です。大きな変化の中で、仕事の種類も量も

増えてくる現代の世相です。教会全体、司祭も信徒も、今まで

のままを維持し、続けていく意識だけではもう成り立っていき

ません。果たすべき役割についての意識の転換を迫られている

ようです。小教区のあり方を見直し、その連合、再編成も視野

に入れた展望を打ち出す必要を強く感じています。わたし達が

「キリストの教会」として存在し、成長していくためです。 
さらに５年後の報告書を作成するときにはどのようなことに

なっているのでしょうか。 
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本
年
度
の
教
区
活
性
化
研
修
会
に 

向
け
て
協
議 

９
月
24
日
（
月
）
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台

司
教
区
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
お
い

て
、
定
例
会
が
行
な
わ
れ
た=
写
真
＝
。 

 

司
会
を
務
め
た
司
教
総
代
理
佐
藤
守

也
神
父
の
初
め
の
祈
り
に
続
い
て
、
平

賀
司
教
が
挨
拶
し
、
次
の
４
点
に
つ
い

て
話
し
た
。 

⑴
日
本
の
教
会
で
は
、
日
本
に
暮
ら
す

外
国
人
の
た
め
の
「
法
」
整
備
に
つ
い

て
請
願
も
含
め
て
運
動
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

⑵
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
問
題
委
員
会

の
委
員
長
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

人
権
問
題
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す

る
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

⑶
教
会
と
し
て
社
会
に
向
か
っ
て
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。 

⑷
仙
台
教
区
が
一
致
し
て
歩
む
た
め
に

宣
教
司
牧
評
議
会
が
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
こ
と
。 

続
い
て
議
長
に
小
松
史
朗
師
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。 

①
教
区
活
性
化
の
た
め
の
研
修
会
開
催

に
つ
い
て 

飯
塚
委
員
（
岩
手
）
よ
り

役
員
会
で
の
検
討
結
果
と
提
案
理
由
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。 

⑴
テ
ー
マ
「
教
会
と
は
！
」
サ
ブ
テ
ー

マ
「
と
も
に
何
が
で
き
る
か
」 

⑵
講
師 

平
賀
司
教 

⑶
時
間
配
分 

講
話
…
約
１
時
間
、
分

か
ち
合
い
…
約
１
時
間
、
全
体
で
約
３

時
間
（
分
か
ち
合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
ま
と
め
、
全
体
発
表
な

ど
の
具
体
的
な
実
施
方
法

は
、
各
県
の
裁
量
で
企

画
・
計
画
し
実
施
す
る
） 

⑷
開
催
場
所
・
日
程
・
各
県
ご
と
に
計

画
、
調
整
す
る
。 

⑸
開
催
時
期 

２
０
０
７
年
11
月
〜

２
０
０
８
年
２
月
中
旬 

⑹
研
修
結
果
の
ま
と
め
と
報
告
に
つ
い

て
は
各
県
の
計
画
に
よ
り
取
り
ま
と
め
、

宣
教
司
牧
評
議
会
へ
の
報
告
は
不
要
と

す
る
。 

②
報
告 

⑴
人
権
を
考
え
る
委
員
会
か
ら
（
園
部

委
員
長
） 

活
動
状
況
に
つ
い
て
の
報
告 

・
４
月
か
ら
委
員
は
10
名
に
増
え
た
。 

・
平
和
旬
間
…
「
平
和
を
祈
る
ミ
サ
」

次
第
を
作
成
し
た
。 

・
外
国
人
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ
の
対
応
に

つ
い
て 

・
部
落
問
題
委
員
会
主
催
の
「
ハ
ン
セ

ン
病
に
関
す
る
仙
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
共
催
で
行
な
う
こ
と
。 

・
教
区
報
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

記
事
を
掲
載
し
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

⑵
広
報
委
員
会
か
ら
（
岩
井
委
員
長
） 

・
仙
台
教
区
報
編
集
に
つ
い
て
、
第
32

回
編
集
委
員
会
記
録
を
も
と
に
報
告
。 

・
教
区
の
動
き
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
編
集
委
員
に
よ
る
現
地
取
材

記
事
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。 

⑶
宣
教
司
牧
評
議
員
の
任
期
検
討
に
つ

い
て
（
司
教
か
ら
の
お
願
い
と
し
て
） 

現
在
２
年
ご
と
に
信
徒
の
委
員
が
交
代

す
る
が
、
引
継
ぎ
な
ど
の
点
で
流
れ
が

途
絶
え
る
の
で
、
２
県
ず
つ
づ
ら
し
て

交
代
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
提

案
が
あ
り
、
今
年
度
の
み
ス
タ
ー
ト
時

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
任
期
を
青
森
・
宮
城

を
３
年
、
岩
手
・
福
島
を
２
年
と
し
、

毎
年
半
数
ず
つ
入
れ
替
え
る
方
法
を
採

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

④
次
回
定
例
会
日
程
の
変
更 

２
０
０
８
年
３
月
20
日
は
聖
木
曜
日

に
当
た
る
の
で
、
開
催
時
間
を
１
時
間

繰
り
上
げ
、
10
時
〜
14
時
と
す
る
。 

⑤
各
県
現
状
報
告 

青
森
県 

・
２
０
０
８
年
９
月
７
日
「
県
の
集
い
」

開
催
の
予
定
。 

・
９
月
９
日
青
森
県
信
徒
連
絡
協
議
会
で

活
性
化
研
修
会
に
つ
い
て
討
議
し
、
津
軽
と

県
南
の
２
カ
所
開
催
希
望
が
あ
っ
た
。 

・
青
森
市
内
で
は
、
浪
打
教
会
と
本
町
教

会
で
、
毎
週
交
互
に
信
徒
が
移
動
し
て
合
同

ミ
サ
を
行
っ
て
い
る
。 

・
教
会
統
合
や
建
物
の
新
増
改
築
・
建
替

え
等
に
つ
い
て
の
指
針
を
教
区
で
作
成
し

て
ほ
し
い
。 

岩
手
県 

・
２
０
０
７
年
度
活
性
化
研
修
会
の
計
画
＝

11
月
25
日
開
催
予
定 

・
２
０
０
８
年
度
に
は
県
大
会
を
盛
岡
市
で

10
月
開
催
の
予
定
。 

宮
城
県 

・
開
催
日
程
・
方
法
な
ど
具
体
的
検
討
は
11

月
11
日
、
宮
城
県
教
会
連
絡
協
議
会
で
行

な
う
。 

・
昨
年
度
の
テ
ー
マ
を
引
継
ぎ
「
教
会
と
は

―
教
会
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の

か
」
の
テ
ー
マ
で
２
０
０
７
年
７
月
１
日
に

カ
ト
リ
ッ
ク
宮
城
県
大
会
を
開
催
し
た
。 

福
島
県 

・
11
月
18
日
に
活
性
化
研
修
会
開
催
予
定
。 

・
10
月
28
日
福
島
県
信
徒
連
絡
協
議
会
定

例
会
を
開
催
予
定
。 

・
９
月
17
日
「
福
島
県
カ
ト
リ
ッ
ク
の
集

い
」
を
い
わ
き
教
会
で
実
施
し
た
。 

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
祈
り
の
中
で
」 

―
仙
台
教
区
司
祭
黙
想
会
― 

10
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
、
今
年

度
の
仙
台
教
区
司
祭
の
黙
想
会
は
、
北

海
道
の
当
別
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で

開
催
さ
れ
た=

写
真
＝
。
平
賀
司
教
を
中

心
に
18
名
の
司
祭
が
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
院
の
祈
り
に
包
ま
れ
た
環
境
の
中

で
、
修
道
院
の
典
礼
に
も
参
加
し
、
講

話
は
高
橋
正
行
修
道
司
祭
。 

 

美
し
い
山
を
背
景
に
、
い
く
つ
も
の

牧
草
畑
、
野
菜
畑
、
果
樹
園
さ
ら
に
墓

地
を
含
む
広
大
な
た
た
ず
ま
い
、
は
る

か
前
方
に
は
津
軽
海
峡
を
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
広
々
と
し
た
自

然
環
境
は
、
修
道
院
の
祈
り
に
よ
っ
て

潤
さ
れ
た
心
に
、
ま
さ
に
創
造
主
な
る

神
の
臨
在
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。 

 

日
ご
ろ
、
忙
し
い
生
活
に
な
り
が
ち

な
教
区
司
祭
に
と
っ
て
、
ト
ラ
ピ
ス
ト

で
の
日
々
は
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
理
想
的
な
環
境
で
あ
っ
た
。

参
加
し
た
司
祭
た
ち
は
、
い
た
だ
い
た

素
晴
ら
し
い
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ

れ
帰
途

に
就
い

た
。(

博) 
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司司司
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（４）

【
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
】 

 

８
月
26
日
、
四
ツ
家
教
会
を
会
場

に
岩
手
県
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
ツ

家
・
志
家
・
花
巻
・
盛
岡
上
堂
・
二

戸
）
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
交
流
会
の
企
画
・
準
備
は
、

盛
岡
上
堂
教
会
が
担
当
し
ま
し
た
。 

 

東
チ
モ
ー
ル
で
働
い
て
お
ら
れ
る

堀
江
節
郎
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
＝

写
真
＝
が
、
八
月
末
に
日
本
に
来
ら
れ

る
と
聞
き
、
当
教
会
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
、
支
援
も
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
早
速
打
診
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
約
300
名
が
参
加
さ
れ
、

堀
江
神
父
の
司
式
に
よ
る
ミ
サ
に
続

い
て
「
東
チ
モ
ー
ル
の
現
状
・
教
会

の
現
状
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

チ
モ
ー
ル
島
は
、
岩
手
県
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
で
、
そ
の
半
分
が
東
チ
モ

ー
ル
国
、
国
民
の
96
％
が
カ
ト
リ
ッ

ク
信
徒
で
、
家
族
を
愛
し
、
ど
の
家

も
子
供
が
多
い
が
、
貧
困
を
苦
に
せ

ず
、
家
族
の
た
め
に
は
何
で
も
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

ま
た
、
チ
モ
ー
ル
に
来
て
い
る
日

本
人
は
、
チ
モ
ー
ル
を
良
く
し
よ
う

と
真
心
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
の
で
、

現
地
の
人
々
も
そ
れ
を
感
じ
取
り
、

日
本
人
に
好
意
を
持
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。 

 

日
本
の
自
衛
隊
が
来
て
、
灌
漑
工

事
を
行
っ
た
が
、
途
中
で
帰
っ
て
し

ま
い
、
工
事
は
中
断
し
た
が
、
上
堂

教
会
を
は
じ
め
日
本
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
資
金
で
、
工
事
を
完
成
さ
せ
た
と

の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。 
 

堀
江
神
父
は
、
現
地
の
神
学
校
の

霊
的
指
導
者
と
し
て
、
司
祭
の
養
成

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

司
祭
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
司
祭
が
生
ま
れ
た
ら
、
日

本
に
来
て
働
い
て
く
れ
る
よ
う
勧
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

お
話
の
後
、
当
日
の
献
金
（
13
万

円
）
を
支
援
金
と
し
て
お
送
り
し
ま

し
た
。 

 

堀
江
神
父
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、

実
り
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
の
後
、
地
下
の
会
場
で
、
昼
食

を
と
り
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

堀
江
神
父
は
「
皆
さ
ん
が
、
他
人

を
愛
し
、
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
、

宝
石
の
よ
う
な
お
心
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
話

を
結
ば
れ
た
が
、
印
象
に
残
る
一
言

で
し
た
。 

（
盛
岡
上
堂
教
会 

田
畑
建
司
） 

東
チ
モ
ー
ル
の
独
立
後
、
国
内
の

部
族
間
闘
争
で
、
家
を
失
く
し
、
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
、
神

学
校
に
避
難
し
て
き
た
難
民
た
ち
と

一
緒
に
生
活
し
、
飯
炊
き
の
煙
と
、

赤
子
の
泣
き
声
の
中
で
ミ
サ
を
さ
さ

げ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
「
福
音
を
生
き
る
道
は
狭
い
道

で
す
。
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
の
中

で
、
隣
人
の
幸
せ
も
願
っ
て
生
き
る

よ
う
に
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
動
的
な
お
話
で
し
た
。 

（
四
ツ
家
教
会 
大
沢
俊
成
） 

【
岩
手
県
沿
岸
地
区
交
流
会
】 

―
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
え
」
を

考
え
る
。
― 

 

９
月
30
日(

日)

、
久
慈
教
会
幼
稚

園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
仙
台
教
区
長
平
賀
徹
夫
司
教

を
招
き
、
司
祭
４
名
と
信
徒
50
名
余

の
参
加
で
最
初
に
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、

午
後
は
講
話
と
質
疑
応
答
が
行
な
わ

れ
た
。 

 

ミ
サ
で
は
、
そ
の
日
の
福
音
「
金

持
ち
と
ラ
ザ
ロ
」
（
ル
カ
16
・
19
‐

31
）
に
つ
い
て
平
賀
司
教
の
説
教
が

あ
り
「
ラ
ザ
ロ
は
生
き
て
い
る
時
に

苦
し
み
を
受
け
た
か
ら
天
国
に
い
っ

た
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ

リ
ス
ト
は
、
金
持
ち
の
無
関
心
を
強

く
問
い
た
だ
さ
れ
た
の
で
す
。
聖
書

は
と
て
も
良
い
本
で
、
み
こ
と
ば
を

読
み
、
神
の
ご
意
志
に
従
う
こ
と
が

キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。
聖

書
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
、
キ
リ

ス
ト
か
ら
離
れ
、
つ
な
が
っ
て
い
な

い
枝
に
な
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
。 

 
み
こ
と
ば
に
関
心
を
寄
せ
、
共
に

黙
想
し
、
共
に
祈
る
心
が
教
会
活
性

化
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。 

 

午
後
の
講
話
で
は
、
『
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
教
え
』
（
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
発
行
）
の
本
の
説
明
が
あ

り
、
難
し
い
本
な
の
で
、
何
人
か
で

読
み
な
が
ら
、
分
か
ち
合
う
こ
と
を

勧
め
ら
れ
た
。
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会

議
（
42
年
前
）
後
に
は
、
皆
で
聖
書

を
読
ん
で
、
神
の
ご
意
志
を
聞
く
よ

う
に
教
え
ら
れ
た
。
聖
書
を
読
み
、

御
父
に
従
う
た
め
に
ど
の
よ
う
に
生

き
た
ら
よ
い
か
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
教
え
』
を
読
む
と
大
変
よ
く
理
解

で
き
る
と
勧
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

「『
私
は
、
主
に
つ
い
て
説
明
で
き
ま

せ
ん
』
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。
信

じ
て
い
る
な
ら
、
説
明
す
る
義
務
が

あ
る
。
（
１
ペ
ト
ロ
３
・
15
）
聖
書

を
知
ら
な
け
れ
ば
説
明
す
る
こ
と
も
、

信
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
、
話

さ
れ
た
。 

 

平
賀
司
教
の
お
話
は
、
聖
書
か
ら

答
え
を
出
し
て
「
神
様
が
あ
な
た
に

こ
う
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と

聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

参
加
し
た
遠
野
教
会
の
斎
藤
政
敏

さ
ん
は
「
参
加
し
て
司
教
様
の
話
を

聞
き
感
激
で
す
」。
宮
古
教
会
の
吉
田

泰
子
さ
ん
は
「
身
近
な
こ
と
を
質
問

し
、
お
答
え
下
さ
る
時
も
聖
書
か
ら

答
え
ら
れ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
た
。 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
は

喜
び
の
う
ち
に
会
場
を
後
に
し
た
。 

（
久
慈
教
会 

高
橋
和
郎
） 

岩
手
県 

中
央
地
区
と
沿
岸
地
区
で
交
流
会



 
（５） 

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
、
今

年
の
６
月
１
日
14
時
（
日
本
時
間
21

時
）
に
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
（
会
長
：
岡
田
武
夫 
東
京
教
区

大
司
教
）
が
か
ね
て
か
ら
教
皇
庁
に

申
請
し
て
い
た
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
187

殉
教
者
」
の
列
福
を
承
認
す
る
教
令

（D
ecretum

）
に
署
名
し
、
こ
れ
を

裁
可
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
列
福
式
の
開
催
場
所
・

開
催
日
等
に
つ
い
て
、
バ
チ
カ
ン
の

国
務
省
、
列
聖
省
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
で
協
議
さ
れ
、
９
月

29
日
、
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。  

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
列
福
式
は
、
２

０
０
８
年
11
月
24
日
（
月
・
休
日
）

に
長
崎
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
式
の
主
催
は
教
皇
庁
で
あ

り
、
こ
の
式
の
た
め
に
教
皇
特
使
と

し
て
列
聖
省
長
官
が
派
遣
さ
れ
る
。 

  
 

今
回
の
決
定
を
受
け
て
、
列
福
式

実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
髙
見
三
明

長
崎
大
司
教
）
で
は
、「
列
福
式
が
は

じ
め
て
日
本
国
内
で
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
現
在
、
会
場
は
未
定
だ
が
、

多
く
の
方
々
の
参
加
が
可
能
な
会
場

を
考
え
て
い
る
。
今
後
は
列
福

式
実
行
委
員
会
と
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
司
教
協
議
会
と
密
接
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
準
備
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。」
と
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
関
し
て
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
会
長 

岡
田
武
夫
大
司

教
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
し
た
。 

「
新
福
者
が
殉
教
を
遂
げ
た
時
代

は
、
政
治
や
社
会
体
制
、
価
値
観
な

ど
が
、
現
代
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
の
基
本
的

な
尊
厳
と
信
教
の
自
由
を
守
り
抜
い

た
そ
の
生
涯
は
、
キ
リ
ス
ト
信
者
で

あ
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
希
望
と
な

る
か
ず
か
ず
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん

で
い
ま
す
。  

列
福
式
ま
で
あ
と
１
年
あ
ま
り
、

私
た
ち
は
、
い
ま
、
式
典
そ
の
も
の

の
準
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本

の
教
会
の
偉
大
な
先
達
が
残
し
て
く

れ
た
遺
産
の
も
つ
意
味
を
じ
っ
く
り

と
深
め
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く

期
間
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
全
国
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
び
と
が
、
こ
の
列
福
式
に
参
加
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」 

 

な
お
、
仙
台
教
区
と
し
て
は
、
前

回
の
教
区
報
175
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
列
福
式
参
加
ツ
ア
ー
」
を
再
検
討

し
、
よ
り
良
い
形
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
決
ま
り
次
第
、
教
区

報
及
び
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
。 

《
列
福
式
の
成
功
の
た
め
に
皆
様
の

お
祈
り
と
献
金
を
お
願
い
し
ま
す
。》 

聖

体

拝

領

に
つ
い
て 

Ｑ
：
信
者
で
な
い

方
が
、
間
違
っ
て 

ご
聖
体
を
い
た
だ

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ
：
ど
う
い
う
状
況
で
の
出
来
事
か

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
問
を

く
だ
さ
っ
た
方
の
答
え
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
応
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

信
者
で
な
い
方
が
も
う
す
で
に
、

口
の
中
に
入
れ
て
し
ま
わ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
ミ

サ
が
終
わ
っ
た
後
で
、
ご
聖
体
の
意

味
を
簡
単
に
説
明
な
さ
る
の
が
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
拝
領
は
、
信
者
だ
け
が
で
き
る

こ
と
な
の
だ
と
い
う
こ
と
も
、
お
話

し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

し
か
し
、
未
信
者
の
と
き
、
間
違

っ
て
ご
聖
体
拝
領
を
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
宗

教
の
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
が

気
に
な
っ
て
、
勉
強
し
て
信
者
に
な

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

神
が
、
き
っ
と
そ
の
方
の
中
で
働
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
、
そ
の
方

の
た
め
に
お
祈
り
す
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

ず
に
、
手
で
受
け
取
っ
て
そ
の
ま
ま

座
席
に
戻
っ
て
き
た
人
に
気
づ
い

た
場
合
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で

す
か
？
」
と
か
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の

洗
礼
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？
」
と
お
尋
ね
し
、
信
者
で
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
「
こ
れ
は

信
者
の
人
だ
け
が
受
け
る
も
の
な

の
で
、
私
に
く
だ
さ
い
ね
」
と
言
い
、

そ
の
場
で
拝
領
し
て
く
だ
さ
い
。 

さ
ら
に
、
ま
だ
そ
の
方
が
間
違
っ

て
受
け
取
り
、
す
ぐ
の
場
合
、
あ
な

た
が
座
席
に
戻
る
前
に
気
づ
き
、
司

祭
の
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
た
ら
、
同
じ
よ
う
に
声
を
か
け
、

ご
聖
体
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
司
祭

に
お
返
し
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ

う
。 

「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
187
殉
教
者
」
列
福
式
開
催
日
決
定 

２
０
０
８
年
11
月
24
日
（
月
・勤
労
感
謝
の
日
）
長
崎
に
て時

代
か
ら
の
疑
問
や
出
来
事
、
失
敗

な
ど
も
何
ひ
と
つ
無
駄
な
こ
と
は

な
く
、
全
て
は
神
様
の
愛
の
み
業
。 

 
弱
さ
や
欠
点
い
っ
ぱ
い
な
の
に

こ
の
道
に
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
の

だ
と
思
い
、
こ
の
幸
い
な
恵
み
に
、

置
か
れ
た
所
で
明
る
く
答
え
て
い

こ
う
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
そ
れ
も
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
や

優
し
さ
と
多
く
の
人
の
お
祈
り
や

助
け
、
そ
し
て
修
道
共
同
体
に
支
え

ら
れ
て
の
こ
と
で
す
。
ど
こ
ま
で
も

色
々
な
か
た
ち
で
い
た
だ
く
ば
か

り
で
す
。
特
に
許
さ
れ
受
け
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
慈
し
み
の
み
手

の
中
で
と
も
に
喜
ん
で
す
ご
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
い
っ
ぱ

い
の
日
々
で
す
。 

殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会 

 
 
 

Sr
．
坂
上 

テ
ツ 

修
道
会
に
受 

け
入
れ
て
い
た 

だ
い
て
か
ら
、 

今
、
振
り
返
る
た

び
に
、
神
様
の
最
良
の
細
や
か
な
配

慮
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
っ

て
驚
く
ば
か
り
で
す
。
修
道
生
活

は
、
別
世
界
の
こ
と
と
思
っ
て
い
て

関
心
も
な
か
っ
た
の
で
、
あ
る
と
き

声
を
か
け
ら
れ
て
、
「
ま
さ
か
、
私

が
そ
の
生
活
を
？
」
と
悩
み
始
め
ま

し
た
。
児
童
養
護
施
設
で
働
か
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。
相
談
者
の
中
に
は
賛
同
の

人
は
な
く
、
「
石
橋
を
叩
い
て
ど
う

な
り
ま
し
た
か
」
と
問
わ
れ
て
返
事

は
な
お
先
送
り
。
の
ん
び
り
育
っ
た

田
舎
で
、
「
長
女
が
尼
僧
に
な
る
変

わ
り
者
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
の
父
母

の
立
場
を
察
す
る
と
、
言
い
出
せ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
今
で
は
施
設
の
子
供
た
ち
を
田

舎
体
験
に
連
れ
て
行
く
の
を
楽
し

  

み
に
し
て
い
ま
す
） 

典
礼
暦
に
沿
っ
て
す
べ
て
整
え

ら
れ
た
生
活
の
中
で
、
自
分
だ
け
喜

び
の
中
に
い
て
い
い
の
か
と
い
う

戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
受
洗
の
恵

み
も
、
ま
っ
た
く
予
測
し
な
か
っ
た

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
に
入
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
の
こ
と
で
し
た
。
幼
少

時
代
か
ら
の
疑
問
や
出
来
事
、
失
敗



 
（６）

私
は
群
馬
県
の
高
崎
市
に
住
ん
で

い
ま
す
。
群
馬
県
に
は
有
名
な
草
津
温

泉
が
あ
り
、
そ
こ
に
ハ
ン
セ
ン
病
国
立

療
養
所
栗
生
楽
泉
園
（
く
り
ゅ
う
ら
く

せ
ん
え
ん
）
が
あ
り
ま
す
。
療
養
所
に

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
あ
り
、
１
９
９

０
年
以
降
教
会
の
小
学
生
や
中
学
生

た
ち
と
一
緒
に
訪
問
し
、
療
養
所
に
宿

泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
１
９
９
６
年
に
「
ら
い
予

防
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に

は
ハ
ン
セ
ン
病
・
違
憲
国
家
賠
償
訴
訟

で
熊
本
地
方
裁
判
所
が
原
告
勝
訴
の

判
決
。12
月
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
全

面
解
決
の
た
め
、
①
謝
罪
・
名
誉
回
復

②
在
園
保
障
③
社
会
復
帰
・
社
会
生
活

支
援
④
真
相
究
明
等
の
対
策
を
と
る

と
の
確
認
が
国
と
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
真
相
究
明
に
む
け
て
厚
生
労

働
省
の
委
託
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
検

証
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
２
０
０
５
年

３
月
に
検
証
会
議
最
終
報
告
書
が
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
の
最
終
報
告
書
を
読
ん
で
、

こ
れ
ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の

方
た
ち
と
の
関
係
の
あ
り
方
の
誤
り

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
報
告

書
に
は
、「
な
ぜ
宗
教
者
は
『
隔
離
』

が
見
え
な
か
っ
た
の
か
」
と
あ
り
、
隔

離
の
非
人
間
性
を
信
仰
の
課
題
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
隔
離
を
前
提
と
し
て
ど
う
安
ら
か

に
生
き
る
の
か
を
説
き
続
け
た
こ
と

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
救

済
の
客
体
か
ら
解
放
の
主
体
へ
」
と
い

う
言
葉
が
、
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

を
示
唆
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
仙
台
教
区
人
権
を
考
え
る
委

員
会
が
つ
く
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

チ
ラ
シ
に
大
事
な
こ
と
が
い
く
つ
も

載
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。11
月
３

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
「
愛
の
反
対
は
無

関
心
で
す
」
が
心
に
響
き
ま
し
た
。 

県
南
地
区
の 

大
河
原
・
白
石
教
会
巡
礼 

 

９
月
18
日
（
火
）
あ
け
の

星
会(

仙
塩
地
区
連
合
婦
人

会
・
会
長
竹
内
淑
子)

の
親
睦

を
兼
ね
た
巡
礼
の
旅
を
実
施

し
た
。 

 

参
加
者
は
、
指
導
司
祭
の

佐
々
木
博
神
父
ほ
か
85
名
。

バ
ス
２
台
に
分
乗
し
て
元
寺

小
路
教
会
を
出
発
し
た
。 
 

大
河
原
教
会
は
105
年
の
歴
史
を

刻
み
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
あ
る
趣

深
い
教
会
で
、
内
部
に
は
ル
ー
ベ
ン

ス
の
「
キ
リ
ス
ト
降
架
」
の
複
製
画

が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
。 

 

佐
々
木
博
神
父
、
ホ
ア
ン
神
父
の

共
同
司
式
で
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ=

写
真=
、
教
会
の
た
め
、
世
界
平
和
の

た
め
、
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々

の
た
め
、
と
も
に
祈
っ
た
。 

 

白
石
教
会
は
、
57
年
の
歴
史
が
あ

り
、
静
か
な
雰
囲
気
の
教
会
で
、
祭

壇
奥
に
は
今
年
中
に
大
天
使
聖
ミ

カ
エ
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
完

成
す
る
と
の
こ
と
。
内
部
右
側
側
面

に
は
、
故
深
澤
守
三
神
父
の
放
蕩
息

子
の
コ
ン
テ
画
が
目
を
引
く
。
こ
こ

で
は
、
す
べ
て
の
信
仰
の
基
礎
は
家

庭
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
聖
母

マ
リ
ア
に
倣
っ
て
生
き
る
恵
み
を

願
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
さ
さ

げ
た
。 

 

訪
問
し
た
両
教
会
は
、
準
備
を
整

え
て
私
た
ち
一
行

を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
。
神

父
様
方
と
信
徒
の

方
々
の
ご
配
慮
に

感
謝
の
巡
礼
と
な

っ
た
。
教
会
を
後

に
し
た
バ
ス
は
、

小
原
材
木
岩
、
七

ヶ
宿
ダ
ム
を
巡
り
、

祈
り
と
親
睦
の
一
日
を
終
了
し
た
。 

（
塩
釜
教
会 

佐
山
淑
子
） 

２
０
０
８
年
５
月
20
日
（
火
） 

〜
22
日
（
木
）
、
仙
台
市
元

寺
小
路
教
会
を
会
場
に
、
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団
体
連

盟
第
34
回
総
会
が
「
召
命
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

加
盟
団
体
の
仙
塩
地
区
連
合

婦
人
会
（
あ
け
の
星
会
）
で

は
、
日
本
１
８
８
殉
教
者
は

じ
め
全
て
の
殉
教
者
の
信
仰

に
倣
い
、
召
命
の
苗
床
で
あ

る
家
庭
の
認
識
と
、
殉
教
者

の
信
仰
の
証
に
生
き
る
こ
と

を
開
催
地
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
総
会
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

20
日
は
代
議
員
制
の
総
会
と
懇

親
会
。
21
日
は
元
寺
小
路
教
会
か
ら

広
瀬
川
殉
教
地
へ
の
徒
歩
に
よ
る

巡
礼
、
平
賀
徹
夫
司
教
の
基
調
講
演
、

分
か
ち
合
い
、
日
カ
連
顧
問
の
宮
原

良
治
司
教
（
大
分
）
司
式
の
派
遣
ミ

サ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
（
自
由
参

加
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
松
島

史
跡
見
学
。
）
22
日
解
散
。 

 

日
カ
連
会
員
の
み
な
ら
ず
、
神
父

様
、
修
道
者
、
兄
弟
姉
妹
の
信
徒
の

皆
様
方
に
参
加
い
た
だ
き
た
く
、

早
々
な
が
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

（
日
カ
連
理
事 

阿
部
正
子
） 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
‐
２
５
１

‐
２
７
９
１
） 

｢

ハ
ン
セ
ン
病
と
カ
ト
リ
ッ
ク｣

で
の
学
び 

 
 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
問
題
委
員
会 

 
 

事
務
長 

根
津 

正
幸 

 
◇あけの星会 黙想会◇ 
  テーマ：『イエス と いのち』 
 講師：聖パウロ女子修道会仙台修道院 
              Sr．長谷川 昌子 
 日時：２００７年１１月６日(火)１０時～１５時
 場所：元寺小路教会大聖堂 
 会費：５００円(昼食代含む) 
 締め切り：１０月２８日(日)各教会のあけの星 

役員まで申し込んで下さい。 
 持参品：ロザリオ、名札 

※男性の参加を歓迎いたします。 

あ
け
の
星
会 

秋
の
巡
礼
と
親
睦

会 

08
年
「
日
カ
連
第
34
回
仙
台

総
会
」
の
お
知
ら
せ

 
 
 

カトリック東北新生園教会 



 
（７） 

青

森

県
 

弘

前

教

会

 

ヨ
ゼ
フ
会
秋
の
温
泉
へ 

 

わ
が
教
会
は
、
女
性
信
徒
が
大
変

に
活
発
で
、
男
性
信
徒
が
お
と
な
し

い
。
ヨ
ゼ
フ
会
（
男
性
信
徒
全
員
が

自
動
的
に
会
員
と
な
る
）
も
一
度
は

休
眠
し
、
再
活
動
し
て
２
年
目
。
高

齢
者
も
多
く
な
り
、
何
か
あ
っ
た
と

き
に
不
安
を
感
じ
る
。
そ
の
た
め
に

も
っ
と
話
し
合
え
る
人
間
関
係
や

場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
希
望
も
あ

り
、
ま
た
神
父
様
か
ら
も
、
も
う
少

し
男
性
同
士
が
触
れ
合
う
機
会
を

設
け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

の
助
言
も
あ
り
、
温
泉
行
き
を
計
画

し
た
。 

 

９
月
16
日
、
今
回
は
10
名
が
参
加
。

入
浴
と
昼
食
を
済
ま
せ
、
男
性
信
徒

の
名
前
を
確
認
し
あ
っ
た
結

果
、
40
名
程
の
名
前
が
あ
が
っ

た
。
お
互
い
の
持
っ
て
い
る
情

報
を
交
換
し
合
っ
て
、
お
互
い
の
か

か
わ
り
を
密
に
し
て
い
こ
う
と
話

し
合
っ
た
。 

（
ヨ
ゼ
フ
会
会
長 

渡
辺
健
二
） 

宮

城

県

 

元
寺
小
路
教
会 

朗
読
奉
仕
者
講
習
会 

 

９
月
30
日
（
日
）
元
寺
小
路
教
会

に
て
、
氏
家
和
仁
神
父
を
講
師
に
、

ミ
サ
・
集
会
祭
儀
な
ど
に
お
け
る
朗

読
奉
仕
者
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、
仙

台
中
央
地
区
６
教
会
か
ら
、
信
徒
約

50
名
が
参
加
し
た
。 

 

「
典
礼
奉
仕
へ
の
招
き
」
（
オ
リ

エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
発
行
）
第
６
章

「
朗
読
奉
仕
と
聖
歌
奉
仕
」
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
朗
読
奉
仕
を
す
る
と

き
の
準
備
や
心
構
え
を
学
ん
だ
。 

 

典
礼
は
、
神
の
救
い
の
業
を
思
い

起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、
神
に
対
す
る

賛
美
と
感
謝
の
集
い
で
あ
る
。
こ
こ

で
聖
書
が
読
ま
れ
る
と
き
、
そ
れ
は

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
語
る
の
で
あ

っ
て
、
朗
読
者
が
、
心
の
中
で
、
キ

リ
ス
ト
の
こ
と
ば
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
い
な
け
れ
ば
会
衆
に
伝

わ
ら
な
い
。
単
に
、
朗
読
の
上
手
下

手
で
は
な
く
、
自
分
の
信
仰
が
問
わ

れ
て
い
る
。
朗
読
奉
仕
を
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
箇
所

を
し
っ
か
り
読
み
込
ん
で
、
神
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
の
心
の
中

に
受
け
止
め
て
お
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
主
日
に
読
ま
れ
る

三
つ
の
朗
読
箇
所
の
関
連
と
、
ポ
イ

ン
ト
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
考
え
、
黙

想
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。 

 

普
段
の
生
活
の
中
で
、
声
を
出
し

て
読
む
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
の
で
、
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

声
を
出
し
て
読
む
練
習
を
し
て
み

る
と
良
い
。
ま
た
、
何
人
か
で
、
朗

読
準
備
会
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、

互
い
に
聞
き
あ
っ
て
高
め
あ
う
こ

と
も
良
い
。 

 

キ
リ
ス
ト
は
、
朗
読
者
を
通
し
て
、

一
人
ひ
と
り
心
の
中
に
語
っ
て
く

だ
さ
る
の
で
す
か
ら
、
朗
読
を
聞
く

と
き
、
聖
書
と
典
礼
の
文
字
を
追
い

な
が
ら
聞
く
の
で
な
く
、
「
味
わ

う
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。 

 

そ
の
後
、
参
加
者
の
中
か
ら
数
人

が
、
実
際
に
朗
読
台
に
上
が
っ
て
、

朗
読
の
実
習
を
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
、
「
朗
読
の
際
、
演

劇
的
な
演
出
を
す
る
こ
と
は
ど
う

な
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
氏

家
神
父
は
、
「
臨
場
感
を
出
す
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
、
特
に
考
え
な
く

て
良
い
。
む
し
ろ
、
よ
く
聞
こ
え
る

よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
読
む
こ
と
を

心
が
け
る
べ
き
だ
」
と
回
答
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
朗
読
奉
仕
の
重
要
さ

を
再
確
認
し
、
今
ま
で
何
も
考
え
な

い
で
読
ん
で
い
た
こ
と
へ
の
反
省

し
き
り
で
あ
っ
た
。 

（
岩
井 

誠
） 

福

島

県

 
 

野
田
町
教
会 

10
月
７
日
は
わ
た
し
た
ち
野
田

町
教
会
に
と
っ
て
、
と
て
も
思
い
出

に
残
る
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

平
賀
司
教
様
に
来
て
い
た
だ
き
、
二

つ
の
大
き
な
式
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。
ひ
と
つ
は
堅
信
式
、

も
う
ひ
と
つ
は
マ
リ
ア
像
の
除
幕

式
で
す
。
（
１
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
） 

 

数
年
ぶ
り
と
な
る
堅
信
式
で
は

６
名
の
信
者
が
堅
信
の
秘
跡
を
授

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
中

高
生
の
メ
ン
バ
ー
は
部
活
な
ど
が

忙
し
く
て
時
間
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
勉
強
会
を
す
る
の

が
大
変
で
し
た
が
、
半
年
前
か
ら
予

定
を
立
て
て
、
み
ん
な
で
夏
休
み
前

に
１
日
を
か
け
て
勉
強
会
を
計
画

し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
勉
強
会
を
設

け
た
り
と
、
時
間
を
か
け
て
式
に
臨

み
ま
し
た
。 

 

ま
た
こ
の
堅
信
式
で
司
教
様
に

来
て
い
た
だ
く
の
に
あ
わ
せ
て
、
マ

リ
ア
像
の
除
幕
式
を
行
い
、
司
教
様

に
マ
リ
ア
像
の
祝
別
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
は
野
田
町
教
会
の

外
に
は
今
ま
で
マ
リ
ア
像
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
回
、
女
性
の
会

を
中
心
と
し
て
有
志
も
募
り
、
教
会

の
入
り
口
に
マ
リ
ア
像
を
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
つ
の
式
の
あ
と
に
は
司
教
様

を
囲
ん
で
、
秋
の
明
る
く
澄
み
渡
っ

た
空
の
も
と
、
鮭
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な

の
笑
顔
、
特
に
教
会
の
宝
で
あ
る
子

供
た
ち
の
笑
顔
は
、
未
来
の
教
会
へ

の
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
マ
リ
ア
様

が
み
ん
な
を
教
会
へ
と
温
か
く
迎

え
入
れ
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
稲
葉 

景
） 



 
（８）

新
刊
案
内 

『
病
気
に
な
っ
て
も 

病
人
に
は
な

る
な
』
―
病
気
中
の
内
面
的
な
歩

み
・
生
き
方
・
闘
い
― 

著
者 

ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
キ
ッ
ペ
ス
／
発

行 

鹿
児
島
市
小
山
田
町
協
業
組
合
ユ
ニ

カ
ラ
ー
／
定
価
800
円
＋
税 

 

著
者
は
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
所
属
の

ド
イ
ツ
人
神
父
。
現
在
、
久
留
米
市
聖
マ

リ
ア
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
、

国
の
内
外
で
心
と
魂
の
指
導
に
従
事
し

て
い
る
。 

 

師
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
０
６
年

に
か
け
て
の
７
ヶ
月
間
に
、
ド
イ
ツ
の
病

院
で
、
歯
根
の
手
術
、
心
臓
弁
膜
症
の
手

術
や
白
内
障
手
術
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の

手
術
は
70
歳
半
ば
の
師
に
と
っ
て
は
大

変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、

師
は
、
パ
ー
ト
Ⅰ
で
病
気
と
治
療
の
経
過

を
淡
々
と
述
べ
て
、
冷
静
に
病
気
に
向
き

合
っ
て
い
る
。
本
書
の
主
要
テ
ー
マ
は
パ

ー
ト
Ⅱ
で
、
特
に
心
臓
弁
膜
症
の
治
療
中

の
自
己
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
い
わ
ば

内
面
的
な
体
験
や
事
柄
を
述
べ
て
い
る
。 

 

師
は
言
う
。
極
限
（
限
界
）
状
況
に
お

い
て
は
、
他
者
か
ら
の
援
助
よ
り
自
己
の

内
面
的
パ
ワ
ー
し
か
支
え
に
な
ら
な
い
。 

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
周
囲
は
身
体

的
ケ
ア
に
中
心
を
置
き
が
ち
で
あ
り
、
内

面
的
な
援
助
や
刺
激
、
力
の
元
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

患
者
自
身
が
日
常
に
お
い
て
、
内
面
的
な

生
活
（
心
・
霊
・
魂
）
を
育
て
、
促
進
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

本
書
は
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に

「
癒
し
」
と
励
ま
し
を
与
え
、
病
人
を
取

り
巻
く
人
々
の
、
病
人
へ
の
心
配
り
に

数
々
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。 

活 

動 

紹 

介 
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
を
楽
し
む
会 

仙
台
教
区
の
み
な
さ
ん
は
、
山
浦

玄
嗣
さ
ん
の
「
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
」

の
仕
事
の
こ
と
は
も
う
ご
存
じ
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
は
、
山
浦
さ
ん

を
囲
ん
で
開
催
し
て
い
る
「
ケ
セ
ン

語
訳
聖
書
を
楽
し
む
会
」
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
「
楽
し
む
会
」
は
開
催
場
所
が
大

船
渡
の
公
民
館
と
い
う
こ
と
で
敷

居
が
低
い
せ
い
か
、
参
加
者
の
半
数

弱
が
一
般
市
民
で
す
。
中
に
は
２
時

間
か
け
て
参
加
し
て
い
る
ご
夫
婦

も
い
ま
す
。 

今
年
で
３
年
目
に
入
っ
た
「
楽
し

む
会
」
。
４
月
か
ら
「
マ
タ
イ
福
音

書
」
の
第
１
章
か
ら
解
説
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
は
、

山
浦
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
の
イ
エ

ス
」
や
「
走
れ
、
イ
エ
ス
！
」
に
書

い
た
、
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
を
翻
訳
す

る
上
で
の
様
々
な
発
見
や
気
づ
き

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
は｢

マ
タ
イ｣

か
ら
系
統
的

に
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
「
世
界
一

聴
い
て
み
た
い
聖
書
講
話
」
と
も
言

え
る
よ
う
な
、
楽
し
く
イ
エ
ス
さ
ま

の
心
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
内
容

で
す
。 

20
人
く
ら
い
の
少
人
数
だ
け
で

聴
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
、
録
音

し
て
Ｃ
Ｄ
に
焼
き
、
希
望
の
方
に
お

わ
け
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
携
帯
で
読
む
メ
ル
マ
ガ
「
ミ
ニ

ま
ぐ
」
で
週
に
４
回
、
要
約
を
配
信

し
は
じ
め
ま
し
た
。 

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で

h
tt
p:
//
mi
ni.

ma
g2
.c
om
/i/

へ
行

き
、
「
ミ
ニ
ま
ぐ
」
ト
ッ
プ
の
【
キ

ー
ワ
ー
ド
検
索
】
で
「
ケ
セ
ン
」
を

入
力
し
て
検
索
す
る
と
、
登
録
頁
に

行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
「
楽
し
む

会
」
に
参
加
で
き
な
い
方
で
も
、
ケ

セ
ン
語
訳
聖
書
の
醍
醐
味
を
ほ
ん

の
少
し
だ
け
で
す
が
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
是
非
購
読
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 
 
 

(

熊
谷
雅
也) 

聖
マ
リ
ア
在
俗
会 

仙
台
地
区 
 

私
た
ち
の
会
は
、
女
子
信
徒
の

「
在
俗
会
」
で
す
。
残
念
な
が
ら
日

本
の
教
会
に
お
い
て
在
俗
会
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い

教
会
法
に
よ
っ
て
在
俗
会
は
修
道

会
と
同
じ
聖
別
さ
れ
た
奉
献
生
活

の
会
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
本
会
は
１
９
５
４
年
、
「
聖
母
カ

テ
キ
ス
タ
会
」
と
し
て
日
本
で
設
立

さ
れ
、
50
余
年
歩
ん
で
き
ま
し
た

が
、
２
０
０
６
年
12
月
25
日
に
「
聖

マ
リ
ア
在
俗
会
」
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。 

 

日
本
に
179
名
の
会
員
が
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
の
12
名
が
仙
台
地

区
（
本
会
の
地
区
割
制
）
に
い
ま
す
。 

秋
田
県
（
２
）
、
青
森
県(

４)

、
宮

城
県(

５)

、
福
島
県(

１)

と
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
福
音
宣
教
の
た
め
働

い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
の
メ
ン
バ

ー
は
小
教
区
の
司
祭
の
協
力
、
養
護

施
設
で
の
栄
養
管
理
、
一
般
企
業

で
、
ま
た
学
校
と
、
そ
の
仕
事
を

通
し
て
福
音
的
精
神
を
浸
透
さ
せ

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
第
一

線
の
現
場
か
ら
退
い
た
会
員
の
中

に
は
、
保
健
師
、
服
飾
教
師
、
茶

道
教
師
と
し
て
の
長
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
生
か
し
て
そ
の
道
で
奉
仕
し
、

社
会
が
キ
リ
ス
ト
の
新
し
さ
に
変

わ
る
こ
と
を
願
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
喜
ん
で
し
て
い
ま
す
。
小
教
区

に
お
い
て
は
、
聖
歌
隊
、
教
会
の
掃

除
、
バ
ザ
ー
、
信
徒
の
家
庭
訪
問
な

ど
な
ど
、
教
会
の
活
動
に
他
の
信
徒

の
方
々
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
聖

母
マ
リ
ア
を
か
が
み
と
し
て
使
徒

職
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

会
員
は
、
信
徒
と
し
て
社
会
の
一

般
的
な
生
活
条
件
の
も
と
で
、
教
会

が
在
俗
会
に
託
し
た
使
命
、
パ
ン
種

と
し
て
内
部
か
ら
こ
の
世
の
聖
化

の
た
め
に
微
力
な
が
ら
力
を
そ
そ

い
で
い
ま
す
。 

 
 

（
成
田
友
子
） 

 
 

 私
の
気
分
転
換 

西
仙
台
教
会 

猪
岡 

光

私
の
気
分
転
換
は
マ
ン
ガ
を
読

む
こ
と
で
す
。
手
塚
治
虫
の
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
、
「
火
の
鳥
」
、
「
ブ
ッ

ダ
」
、
横
山
光
輝
の
「
鉄
人
28
号
」

な
ど
の
古
い
マ
ン
ガ
か
ら
、
最
近

の
「
陰
陽
師
」
、
「
美
味
し
ん
ぼ
」

に
至
る
ま
で
、
仕
事
の
合
間
に

時
々
読
ん
で
い
ま
す
。
人
間
の
左

脳
は
論
理
や
言
語
、
右
脳
は
イ
メ

ー
ジ
、
直
感
に
関
係
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
左
脳
を
使
い
過
ぎ
た

と
き
に
、
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
右
脳

を
使
う
の
が
気
分
転
換
に
良
い
の

だ
ろ
う
と
、
勝
手
に
解
釈
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
マ
ン
ガ
が
こ
れ
だ
け

普
及
し
た
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
、

例
え
ば
、
「
美
味
し
ん
ぼ
」
が
延
べ

に
し
て
１
億
冊
以
上
出
版
さ
れ
た

と
聞
く
と
、
そ
の
理
由
を
調
べ
た
く

な
り
ま
す
。 

マ
ン
ガ
を
「
読
む
」
と
表
現
し
ま

し
た
が
、
実
際
は
マ
ン
ガ
を
「
見
る
」

と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
教
区
報
や
仙
台
中
央
地
区

の
お
知
ら
せ
な
ど
に
も
、
挿
絵
や
イ

ラ
ス
ト
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
絵
は
、
文
章
だ

け
で
は
表
現
で
き
な
い
何
か
を
訴

え
て
お
り
ま
す
。 

在俗マリア会 
仙台地区の会員 


